
無
a
心
許
↓
一
陣
川
へ
揺
出
問
候
へ
と
中
付
け
L
る
に
、
良
e
あ
り
て
日
出
陣

り
、
答
林
坊
橋
の
際
へ
参
り
・
世
間
の
様
子
聞
き
居
け
る
底
民
、
践

と
は
不
ν
知
、
黒
色
成
物
を
滑
て
飛
脚
の
や
う
成
る
も
の
通
り
け
る
ゆ

・阜
、
言
業
主
懸
け
.
w辿
に
は
何
都
も
な
宮
崎
叫
と
問
ム
。
彼
者
答
へ
申

す
ゃ
う
、小
松
桜
御
煩
也
と
て
騒
敷
候
と
申
よ
し
、
馳
せ
飾
り
申
附
け

た
り
。
さ
れ
ば
と
思
ひ
て

・
馬
民
乗
り
龍
出
る
時
は
七
つ
陀
少
し
ま

金
調
開
古
蹟
志
巻
十
J、

占山不
。
行
に
付
い
て
食
を
申
付
く
る
内
陀
‘
秘
磁
の
諜
毛
馬
主
念
吉
水

嶋
ま
で
治
し
候
へ

と
巾
付
け
、
又
小
姓
を
申
付
け
、
兎
角
小
松
の
方

ら
る
o
人
々
赴
は
如
何
し
て
間
被
'巾
哉
と
怪
し
み
巾
也
。
後
日
世
v
訴
は

十
一
日
の
夜
八
つ
時
分
に
、
以
之
外
胸
騒
ぎ
し
て
京
地
也
。
依
v
之
小

姓
申
付
け
て
町
へ
出
し
聞
か
す
る
に
何
事
も
な
し
と
。
然
れ
ど
も
合

知
的
利
減
む
に
付
、
利
常
級
九
月
十
一
日
江
戸
御
翠
慨
に
て
、
問
廿

三
日
小
松
へ
被
v
翁
v
入
、
御
機
嫌
被
v骨

P
H甘
御
都
た
く
.
御
用
共
毎
日

毎
夜
被
品川附
召
上
旬
成
に
、
十
月
十
一
日
の
夜
御
隠
も
上
り
二
亥
子
の
御

祝
釧
も
被
且召
上
一
御
夜
鯖
過
ぎ
て
、
毎
夜
の
如
く
拠
夜
も
幸
+
百
九
庄

術
門
舞
被
ι
仰
付
一
九
左
術
門
龍
郎
り
.
八
つ
時
分
御
創
出
し
、
早
御

疋
筑
な
く
被
v
再
タ
見
一
耳
々
。
前
岡
三
皮
街
門
殿
十
二
日
朝
の
五
つ
時

分
球
毛
の
馬
に
乗
り
、
唯
一
人
小
松
御
本
丸
御
式
滋
前
ま
で
染
付
げ

術
あ
り
し
が
、
路
園
児
て
も
橋
占
と
て
占
附
す
る
事
と
は
成
り
た
り

け
ん
。
橋
占
の
事
は
伴
信
友
の
正
ト
考
の
殺
占
の
僚
に
も
紀
紋
せ

の
橋
占
主
動
ね
問
へ
ば
、
必
・
干
職
一脚
人
の

口
に
移
り
て
韓
国
患
を
示
す

と
申
す
云
々
と
。
方
の
仰
訟
に
鍛
れ
ば
橋
占
と
い
ふ
と
と
は
.
安
倍

昭
明
よ
り
初
り
て
・
京
都
一
保
羽
川
の
反
り
橋
氏
橋
占
て
ム
占
附
の

仕
ひ
け
る
が
、
共
襲
職
一
柳
の
貌
医
長
れ
け
れ
ば
、
彼
の
十
二
一
糾
を
橋

の
下
K
兇
し
置
き
て
、
用
事
の
時
陀
は
召
使
ひ
け
り
。
凡
起
に
て
吉
凶

訟
も
ひ
か
ね
う
ら
と
ふ
橋
よ
ま
さ
し
か
れ

世
の
人
ご
と
を
た
の
み
わ
た
ら
ん

政
干
盛
衰
紀
傘
十
に
云
ム
。

一
保
堀
川
の
反
橋
陀
て
.
橋
よ
り
束
づ

め
花
車
主
立
て
さ
せ
給
ひ
て
、
橋
占
を
間
ひ
給
ム
去
々
。
一
僚
反
橋

と
い
ふ
は
、
止
目
安
倍
，
晴
明
が
天
文
の
淵
源
を
極
め
、
十
二
一
脚
将
を

卿あ按
‘ るす=
もる
の陀

是谷
川 t1<
611坊
中高約}
占際
とへ
い出
ふで
も
の世
也問
。の

夫桜
木子
m o: 
傘 UIJ
廿吉
一居
陀た
~り
長と

は
る
か
と
肌
比
え
た
り
。
水
仙
叫
溢
陀
て
御
不
例
の
・
闘
飛
脚
K
遜
ひ
、
架

生
と
寺
井
と
の
聞
に
て
御
疋
祭
被
v費
助
v
絶
飛
仰
に
逢
ひ
、
殉
，
飛
立
て

《怒
り
た
る
よ
し
。
何
れ
も
不
思
磁
の
思
ひ
を
な
し
た

p
。
と
あ
り
。
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